
2両立支援策と 
企業経営への影響 
―制度と運用上の課題を探る― 

両立支援策と 
企業経営への影響 
―制度と運用上の課題を探る― 

両立支援に取り組む理由　女性社員比率が高まるほど定着率目的が増加 
男性の部下が育児休業申請をした場合　管理職の7割は取得に賛成 調査部 

Business Labor Trend  2007.3

特集―両立支援策と企業経営への影響 

　
調
査
は
、
自
社
の
両
立
支
援
制
度
に
対
す
る

ト
ッ
プ
か
ら
一
般
社
員
ま
で
の
各
層
の
認
識
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
企
業
調
査
、
従
業
員
調

査（
管
理
職
調
査
、
一
般
社
員
調
査
）の
三
種
類

を
行
っ
た
。
調
査
期
間
は
、
二
〇
〇
六
年
六
月

二
八
日
〜
七
月
二
一
日
。
調
査
方
法
は
、
郵
送

に
よ
る
調
査
票
の
配
布
・
回
収
。
調
査
は
、
企

業
の
人
事
・
労
務
担
当
者
宛
て
に
郵
送
し
た
。 

　
調
査
対
象
は
、
企
業
調
査
が
全
国
の
従
業
員

数
三
〇
〇
人
以
上
の
企
業
六
〇
〇
〇
社
（
業
種
・

規
模
別
に
層
化
無
作
為
抽
出
）。
従
業
員
調
査

は
、
企
業
調
査
の
対
象
企
業
で
働
く
管
理
職
三

万
人
（
調
査
対
象
企
業
を
通
じ
て
一
企
業
あ
た

り
管
理
職
五
人
）、
一
般
社
員
六
万
人
（
同
一

企
業
あ
た
り
一
般
社
員
一
〇
人
）
と
な
っ
て
い

る
。 

　
有
効
回
収
数
は
、
企
業
調
査
八
六
三
社
（
有

効
回
収
率
一
四
・
四
％
）、
管
理
職
調
査
三
二

九
九
人（
有
効
回
収
率
一
一
・
〇
％
）、
一
般
社

員
調
査
六
五
二
人（
有
効
回
収
率
一
〇
・
九
％
）。 

　
回
答
企
業
の
属
性
は
、
業
種
で
は
、
サ
ー
ビ

ス
業
が
三
三
・
一
％
、
製
造
業
が
二
六
・
四
％

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
企
業
規
模
は
五
〇
〇
人

未
満
が
三
三
・
六
％
、
五
〇
〇
〜
一
〇
〇
〇
人

未
満
が
三
三
・
四
％
、
一
〇
〇
〇
〜
二
〇
〇
〇

人
未
満
が
一
五
・
七
％
、
二
〇
〇
〇
人
以
上
が

一
七
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
。 

　
管
理
職
の
回
答
属
性
は
、
男
性
が
八
四
・
一

％
、
女
性
一
五
・
二
％
。
平
均
年
齢
は
四
八
・

二
歳
。
現
在
の
役
職
は
課
長
相
当
職
が
六
三
・

九
％
、
部
長
相
当
職
以
上
が
二
三
・
七
％
な
ど

と
な
っ
て
い
る
。
一
般
社
員
の
回
答
属
性
は
、

男
性
が
四
三
・
五
％
、
女
性
が
五
五
・
八
％
。

平
均
年
齢
は
三
五
・
三
歳
で
あ
る
。 

特集 

　
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
施
行
さ
れ
て
二

〇
年
余
り
が
過
ぎ
、
こ
の
間
、
育
児
休
業
支

援
や
短
時
間
勤
務
制
度
等
が
導
入
さ
れ
、
働

く
女
性
の
就
業
継
続
に
向
け
た
対
策
や
企
業

の
取
り
組
み
が
進
ん
だ
。
近
年
で
は
、
少
子

高
齢
化
の
さ
ら
な
る
進
展
も
あ
り
、
二
〇
〇

五
年
に
は
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法（
次

世
代
法
）が
施
行
。
企
業
に
よ
る
仕
事
と
家

庭
の
両
立
支
援
策
は
子
育
て
支
援
の
性
格
も

帯
び
つ
つ
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
男
性
の
育

児
参
加
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
両
立
支
援
策

は
、
仕
事
と
私
生
活
を
調
和
さ
せ
る
た
め
の

新
た
な
労
働
条
件
と
し
て
の
側
面
も
表
れ
始

め
て
い
る
。 

　
こ
れ
ら
の
動
向
を
背
景
と
し
て
、
労
働
政

策
研
究
・
研
修
機
構
で
は
、
企
業
に
よ
る
仕

事
と
家
庭
の
両
立
支
援
の
動
き
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
両
立
支
援
が
従
業
員
の
定

着
率
や
勤
労
意
欲
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
与

え
る
影
響
を
解
明
す
る
た
め
「
仕
事
と
家
庭

の
両
立
支
援
に
か
か
わ
る
調
査
」（
注
）を
実
施

し
た
。 

 

　
１
． 

両
立
支
援
制
度
の
現
状 

企
業
の
男
性
育
休
の
実
績
、
一
六
・
九
％ 

　
一
九
九
一
年
の
育
児
休
業
法
成
立
以
降
、

育
児
休
業
は
男
女
を
問
わ
ず
申
し
出
る
こ
と

が
で
き
る
権
利
と
な
っ
て
い
る
。
実
際
、
今

回
の
企
業
調
査
で
も
、
育
児
休
業
制
度
は
九

八
・
六
％
（
八
六
三
社
中
八
五
一
社
）
で
導

入
さ
れ
て
い
た
。 

　
育
児
・
介
護
休
業
法
は
、
二
〇
〇
四
年
改

正
で
、
養
育
す
る
子
が
保
育
所
に
入
所
で
き

な
い
等
の
場
合
に
、
子
が
一
歳
六
カ
月
に
達

す
る
ま
で
の
間
、
育
児
休
業
を
取
得
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
企
業
調
査
で
は
、
こ

れ
ら
も
ふ
ま
え
、
制
度
の
内
容
を
子
の
上
限

年
齢
と
取
得
可
能
な
休
業
回
数（
法
定
一
回
）

で
尋
ね
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
七
四
・
三
％

が
「
法
定
ど
お
り
」
の
制
度
内
容
で
、
次
い

仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
に
か
か
わ
る
調
査 

仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
図
る
こ
と
は
，
労
働
者
が
充 

実
し
た
人
生
を
送
る
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
企
業
や 

社
会
経
済
の
活
力
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
重
要 

な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
今
号
の
特
集
で
は
当
機
構 

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
た 

企
業
経
営
上
の
課
題
と
あ
わ
せ
て
、
有
識
者
一
一
人 

か
ら
提
言
を
い
た
だ
い
た
。 
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で
、
「
上
限
年
齢
の
み
法
定
を
超
え
る
」
が

一
六
・
一
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
「
上
限

年
齢
・
取
得
回
数
と
も
に
法
定
を
超
え
る
」

「
上
限
年
齢
の
み
法
定
を
超
え
る
」
と
す
る

割
合
は
、
お
お
む
ね
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ

ど
高
ま
る
傾
向
に
あ
る（
図
表
１
）。 

　
次
に
、
過
去
三
年
間
で
の
育
児
休
業
制
度

の
利
用
実
績
を
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
女
性

で
出
産
者
が
い
た
企
業
は
九
一
・
八
％
、
男

性
で
配
偶
者
が
出
産
し
た
人
が
い
た
企
業
が

九
一
・
〇
％
と
な
っ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の

企
業
が
育
児
休
業
の
対
象
者
を
抱
え
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
育
児
休
業
対
象
者
の
い
る

企
業
に
限
り
、
同
制
度
の
過
去
三
年
間
の
利

用
実
績
を
み
る
と
、
女
性
九
〇
・
五
％
、
男

性
一
六
・
九
％
と
な
っ
て
い
る
（
回
答
企
業

の
育
児
休
業
取
得
者
の
有
無
か
ら
算
出
）。

女
性
の
利
用
実
績
を
従
業
員
規
模
別
に
み
る

と
、
五
〇
〇
人
未
満
が
九
一
・
四
％
、
五
〇

〇
〜
一
〇
〇
〇
人
未
満
が
九
〇
・
五
％
、
一

〇
〇
〇
〜
二
〇
〇
〇
人
未
満
が
九
三
・
六
％
、

二
〇
〇
〇
人
以
上
が
八
七
・
八
％
と
な
っ
て

お
り
、
利
用
実
績
の
差
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ

な
い
。
一
方
、
男
性
に
つ
い
て
は
、
五
〇
〇

人
未
満
が
一
二
・
一
％
、
五
〇
〇
〜
一
〇
〇

〇
人
未
満
が
一
三
・
六
％
、
一
〇
〇
〇
〜
二

〇
〇
〇
人
未
満
が
一
九
・
七
％
と
規
模
に
応

じ
て
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
。
と
く
に
、
二
〇

〇
〇
人
以
上
で
は
、
四
八
・
五
％
と
二
社
に

一
社
が
男
性
の
育
児
休
業
利
用
の
実
績
が
あ

る（
後
述
、
８
頁
以
降
参
照
）。 

 

短
時
間
勤
務
制
度
、
七
割
の
企
業
で
導
入 

　
つ
ぎ
に
、
育
児
・
介
護
休
業
法
で
企
業
の

義
務
と
さ
れ
て
い
る
「
勤
務
時
間
短
縮
等
の

措
置
」
の
一
つ
で
あ
る
短
時
間
勤
務
制
度
の

導
入
状
況
を
み
る
と
、
四
社
に
三
社
（
七
五
・

七
％
）
が
「
す
で
に
導
入
済
み
」
と
し
て
お

り
、
規
模
別
に
み
る
と
、
二
〇
〇
〇
人
以
上

で
は
八
六
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。
五
〇
〇

人
未
満
を
み
て
も
約
七
割
の
企
業
が
導
入
済

み
だ（
図
表
２
）。 

　
短
時
間
勤
務
制
度
を
「
す
で
に
導
入
済
み
」

と
す
る
企
業
に
つ
い
て
、
過
去
三
年
間
の
利

用
実
績
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
該
当
者
が
い

な
い
」
を
除
い
た
回
答
企
業
で
は
、
六
七
・

二
％
の
企
業
が
利
用
実
績
あ
り
と
し
て
い
る
。

従
業
員
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、
「
利
用

実
績
あ
り
」
と
す
る
割
合
は
高
ま
る（
図
表

３
）。 

 

女
性
比
率
が
高
ま
る
ほ
ど
定
着
率
重
視 

　
企
業
調
査
で
両
立
支
援
に
取
り
組
む
理
由

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
法
で
定
め
ら
れ
て
い

る
か
ら
」
が
八
五
・
五
％
と

も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
、

「
企
業
の
社
会
的
責
任
を
果

た
す
」（
七
二
・
八
％
）、「
女

性
従
業
員
の
定
着
率
を
高
め

る
」（
六
三
・
三
％
）、「
女
性

従
業
員
の
勤
労
意
欲
を
高
め

る
」（
五
九
・
六
％
）、
「
採

用
で
優
秀
な
人
材
を
集
め
る
」（
四
五
・
〇
％
）

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。 

　
男
性
関
連
の
取
り
組
み
理
由
を
み
る
と
、

「
男
性
従
業
員
の
勤
労
意
欲
を
高
め
る
」
が

一
三
・
〇
％
、
「
男
性
従
業
員
の
定
着
率
を

高
め
る
」
が
九
・
五
％
、
「
男
性
従
業
員
の

帰
属
意
識
を
高
め
る
」
が
八
・
九
％
と
な
っ

て
お
り
、
一
〇
％
前
後
で
は
あ
る
も
の
の
、

男
性
へ
の
効
果
を
期
待
す
る
企
業
も
あ
る
。

ま
た
、
両
立
支
援
の
実
施
に
よ
り
、
「
業
務

改
善
す
る
こ
と
で
生
産
性
が
向
上
す
る
」
と

の
回
答
も
一
〇
・
八
％
と
一
割
の
企
業
が
期

待
し
て
い
る（
図
表
４
）。 

　
こ
こ
で
、
上
位
五
位
の
導
入
理
由
に
つ
い 
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て
、
女
性
社
員
比
率
別
（
正
社
員
全
体
に
占

め
る
女
性
正
社
員
の
割
合
）
に
み
る
と
、
女

性
社
員
比
率
が
高
ま
る
ほ
ど
、
「
女
性
従
業

員
の
定
着
率
を
高
め
る
」
を
動
機
と
す
る
割

合
が
お
お
む
ね
大
き
く
な
る
。
と
く
に
女
性

社
員
比
率
五
〇
％
以
上
の
企
業
で
は
、
「
法

で
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
」
が
七
八
・
九
％

と
も
っ
と
も
多
い
も
の
の
、
「
女
性
従
業
員

の
定
着
率
を
高
め
る
」
が
七
六
・
九
％
に
の

ぼ
り
、
「
企
業
の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
」

を
上
回
っ
て
い
る（
図
表
５
）。 

　
総
じ
て
い
え
ば
、
企
業
は
、
法
令
遵
守
や

企
業
の
社
会
的
責
任
を
第
一
義
に
両
立
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
除
く
と
、

女
性
の
定
着
率
や
勤
労
意
欲
の
向
上
を
重
視

し
て
お
り
、
と
く
に
定
着
率
向
上
を
目
的
と

す
る
企
業
は
、
女
性
社
員
比
率
が
高
ま
る
ほ

ど
強
ま
る
傾
向
に
あ
る
。 

 

女
性
管
理
職
は
定
着
率
向
上
を
重
視 

　
同
様
に
、
両
立
支
援
に
取
り
組
む
理
由
に

つ
い
て
、
管
理
職
調
査
で
み
る
と
、
企
業
調

査
と
同
様
に
、
「
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
か

ら
」
が
七
五
・
四
％
と
も
っ
と
も
多
く
、
次

い
で
、
「
企
業
の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
た

め
」（
六
四
・
五
％
）、「
従
業
員
の
定
着
率
を

高
め
る
か
ら
」（
四
五
・
三
％
）、「
従
業
員
の

勤
労
意
欲
を
高
め
る
か
ら
」（
三
七
・
三
％
）、

「
採
用
で
優
秀
な
人
材
を
集
め
る
た
め
」（
三

三
・
七
％
）、「
従
業
員
の
帰
属
意
識
を
高
め

る
か
ら
」（
二
八
・
七
％
）、「
従
業
員
の
仕
事

に
対
す
る
満
足
度
を
高
め
る
か
ら
」（
二
五
・

六
％
）、「
顧
客
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

の
た
め
」（
一
〇
・
八
％
）、「
職
場
の
人
間
関

係
が
向
上
す
る
か
ら
」（
七
・
七
％
）、「
業
務

改
善
を
す
る
こ
と
で
生
産
性
が
向
上
す
る
か

ら
」（
七
・
七
％
）、「
製
品
の
品

質
が
高
ま
る
な
ど
、
業
績
を
高

め
る
か
ら
」（
二
・
一
％
）
の
順

番
に
な
っ
て
い
る
。 

　
管
理
職
も
企
業
と
同
様
に
、

法
令
遵
守
や
企
業
の
社
会
的
責

任
を
取
り
組
み
動
機
の
上
位
と

と
ら
え
て
い
る
わ
け
だ
が
、「
従

業
員
の
定
着
率
を
高
め
る
か
ら
」

に
限
っ
て
、
男
女
別
に
み
た
と

こ
ろ
、
女
性
が
六
八
・
一
％
、

男
性
が
四
一
・
二
％
と
な
っ
て

お
り
、
女
性
の
管
理
職
の
方
が

定
着
率
向
上
を
重
視
し
て
い
る

傾
向
が
み
て
と
れ
る
。 

　
さ
ら
に
、
管
理
職
調
査
で
は
、

部
下
が
育
児
休
業
制
度
を
利
用

し
た
経
験
が
あ
る
か
に
つ
い
て

尋
ね
て
い
る
が
、
部
下
の
育
児

休
業
の
利
用
経
験
の
有
無
別
に

み
る
と
、
「
定
着
率
の
向
上
」

を
あ
げ
る
割
合
は
、
部
下
が
育

児
休
業
制
度
の
利
用
し
た
経
験

が
あ
る
管
理
職
の
方
が
、
な
い

と
す
る
管
理
職
よ
り
も
男
女
と
も
に
上
回
っ

て
い
た
。
と
く
に
両
者
の
差
は
、
女
性
管
理

職
の
場
合
で
著
し
く
、
「
経
験
あ
り
」 

七

九
・
六
％
が
「
経
験
な
し
」
の
場
合
の
五
〇
・

五
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る（
図
表
６
）。 

 

定
着
率
の
向
上
に
効
果
あ
り 

　
で
は
、
企
業
側
が
取
り
組
み
理
由
と
し
て

い
る
項
目
の
効
果
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の

だ
ろ
う
か
。
取
り
組
み
理
由
別
に
、
企
業
の

両
立
支
援
の
効
果
を
み
る
と
、
「
効
果
あ
り
」

（
そ
の
項
目
を
取
り
組
み
理
由
と
し
て
い
る

企
業
の
う
ち
、
「
大
い
に
あ
っ
た
」
と
「
あ

る
程
度
あ
っ
た
」
の
合
計
）
と
す
る
企
業
で

は
、
「
女
性
従
業
員
の
勤
労
意
欲
を
高
め
る
」

が
九
一
・
七
％
と
も
っ
と
も
多
か
っ
た
。
次

い
で
、
「
女
性
従
業
員
の
定
着
率
を
高
め
る
」

（
九
〇
・
六
％
）、「
女
性
従
業
員
の
帰
属
意

識
を
高
め
る
」（
八
八
・
二
％
）、「
従
業
員
の

仕
事
に
対
す
る
満
足
度
を
高
め
る
」（
八
八
・

〇
％
）、「
企
業
の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
」

（
八
七
・
一
％
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
う
ち
、
効
果
が
「
大
い
に
あ
っ
た
」
に
限

っ
て
み
る
と
、
「
女
性
従
業
員
の
定
着
率
を

高
め
る
」
が
三
三
・
五
％
で
ト
ッ
プ
と
な
っ

て
い
る（
図
表
７
）。
企
業
は
、
両
立
支
援
策

の
効
果
と
し
て
、
定
着
率
の
向
上
を
と
く
に

実
感
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 
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２
． 

企
業
、管
理
職
、 

　
　 

一
般
社
員
の
認
識 

ト
ッ
プ
、
管
理
職
、
現
場
で
認
識
ギ
ャ
ッ
プ 

　
両
立
支
援
に
関
し
て
、
職
場
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

企
業
調
査
で
、
経
営
ト
ッ
プ
の
経
営
方
針
と

し
て
「
職
場
（
上
司
や
同
僚
）
に
育
児
に
係

る
休
業
や
短
時
間
勤
務
に
つ
い
て
協
力
す
る

よ
う
求
め
て
い
る
か
」
を
尋
ね
、
管
理
職
、

一
般
社
員
に
つ
い
て
は
、
「
会
社
は
上
司
や

同
僚
に
、
育
児
に
係
る
休
業
や
短
時
間
勤
務

に
つ
い
て
協
力
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
か
」

に
つ
い
て
聞
い
た
。
三
者
に
つ
い
て
ほ
ぼ
同

じ
設
問
を
も
う
け
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
の
肯
定
的
な
回
答
（
「
そ
う
思
う
」

と
「
や
や
そ
う
思
う
」
の
合
計
）は
、
企
業

調
査
で
六
一
・
九
％
、
管
理
職
調
査
で
三
一
・

五
％
、
一
般
社
員
調
査
で
一
九
・
六
％
と
な

っ
て
い
る
。
企
業
と
管
理
職
・
一
般
社
員
と

の
間
で
認
識
ギ
ャ
ッ
プ
が
目
立
っ
た
形
だ（
図

表
８
）。
経
営
ト
ッ
プ
の
方
針
が
社
員
に
正

確
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
可
能
性
が
示
唆
さ
れ

る
。 

　
で
は
、
実
際
に
職
場
の
反
応
は
ど
の
よ
う

な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
管
理
職
調
査
で
は
、

部
下
が
育
児
休
業
経
験
を
利
用
し
た
経
験
の

あ
る
管
理
職（
三
九
・
五
％
＝
一
三
〇
二
人
）

に
対
し
て
、
部
下
が
育
児
休
業
を
利
用
し
た

際
の
職
場
の
反
応
を
尋
ね
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
、
「
会
社
の
制
度
な
の
で
仕
方
が
な

い
と
い
う
雰
囲
気
」（
消
極
支
援
）
が
四
三
・

一
％
、
「
積
極
的
に
支
援
す
る
雰
囲
気
だ
っ

た
」（
積
極
支
援
）
が
四
二
・
九
％
と
ほ
ぼ
拮

抗
し
て
い
る
。
「
仕
事
が
増
え
る
の
で
迷
惑

だ
と
い
う
雰
囲
気
」
は
二
・
二
％
に
す
ぎ
な

い（
図
表
９
）。 

 

業
務
遂
行
、
困
難
と
容
易
が
拮
抗 

　
実
際
、
職
場
で
は
育
児
休
業
が
発
生
し
た

場
合
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
部
下
が
育
児
休
業
を
利
用
し
た
際
の

仕
事
の
引
継
ぎ
方
法
を
み
る
と
、
「
複
数
の

正
社
員
に
引
き
継
い
だ
」
が
五
七
・
六
％
と

も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
、
「
新
た
に
採
用

し
た
パ
ー
ト
や
派
遣
社
員
に
引
き
継
い
だ
」

が
二
六
・
七
％
、
「
職
場
に
い
る
一
人
の
正

社
員
に
引
き
継
い
だ
」
が
一
三
・
二
％
と
な

っ
て
い
る（
図
表
１０
）。 

　
部
下
が
育
児
休
業
を
利
用
し
た
際
の
職
場

で
の
業
務
遂
行
に
つ
い
て
は
、
四
九
・
一
％

が
困
難
（
「
非
常
に
困
難
だ
っ
た
」
と
「
や

や
困
難
だ
っ
た
」
の
合
計
）
と
な
っ
て
お
り
、

容
易
（
「
非
常
に
容
易
だ
っ
た
」
と
「
や
や

容
易
だ
っ
た
」
の
合
計
）
と
す
る
五
〇
・
五

％
と
ほ
ぼ
拮
抗
し
て
い
る
。 

　
業
務
遂
行
の
困
難
度
に
つ
い
て
、
仕
事
の

引
継
ぎ
方
法
別
に
見
る
と
、
「
職
場
に
い
る

一
人
の
正
社
員
に
引
き
継
い
だ
」
場
合
（
四

〇
・
一
％
）
の
方
が
、
「
複
数
の
正
社
員
に

引
き
継
い
だ
」（
四
八
・
八
％
）、「
新
た
に
採

用
し
た
パ
ー
ト
や
派
遣
社
員
に
引
き
継
い
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（
五
五
・
九
％
）
に
比
べ
業
務
遂
行
の
困
難

度
が
低
い
よ
う
で
あ
る（
図
表
１１
）。 

　
次
に
、
他
の
従
業
員
か
ら
不
満
が
出
た
か

を
み
る
と
、
五
三
・
〇
％
が
不
満
は
出
な
か

っ
た
と
し
て
い
る
（
「
そ
う
は
思
わ
な
い
」

と
「
あ
ま
り
そ
う
は
思
わ
な
い
」
の
合
計
）。

不
満
が
出
た
と
し
て
い
る
の
は
（
「
そ
う
思

う
」
と
「
や
や
そ
う
思
う
」
の
合
計
）
一
三
・

四
％
だ
っ
た
。
こ
れ
を
引
継
ぎ
方
法
別
に
見

る
と
、
「
職
場
に
い
る
一
人
の
正
社
員
に
引

き
継
い
だ
」
場
合
（
一
六
・
三
％
）
の
方
が

「
複
数
の
正
社
員
に
引
き
継
い
だ
」（
一
三
・

八
％
）、「
新
た
に
採
用
し
た
パ
ー
ト
や
派
遣

社
員
に
引
き
継
い
だ
」（
一
一
・
二
％
）
に
比

べ
、
他
の
従
業
員
か
ら
の
不
満
が
あ
っ
た
と

す
る
割
合
が
若
干
高
い（
図
表
１２
）。 

 

約
４
割
が
短
時
間
勤
務
制
度
を
知
ら
な
い 

　
企
業
調
査
で
は
、
経
営
ト
ッ
プ
の
経
営
方

針
と
し
て
「
自
社
の
育
児
休
業
制
度
な
ど
の

仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
を
従
業
員
に
周
知

し
て
い
る
か
」
を
尋
ね
た
。
同
様
に
、
管
理

職
調
査
、
一
般
社
員
調
査
で
も
、
現
在
勤
め

て
い
る
会
社
に
お
け
る
両
立
支
援
の
従
業
員

へ
の
周
知
に
つ
い
て
の
認
識
を
尋
ね
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
の
肯
定
的
な
回
答
（
「
そ
う

思
う
」
と
「
や
や
そ
う
思
う
」
の
合
計
）
は
、

企
業
調
査
で
八
二
・
九
％
、
管
理
職
調
査
で

五
三
・
六
％
、
一
般
社
員
調
査
の
三
四
・
九

％
と
な
っ
て
お
り
、
企
業
と
管
理
職
・
一
般

社
員
と
の
間
で
認
識
の
ズ
レ
が
み
ら
れ
る（
図

表
１３
）。 

　
実
際
に
、
社
員
は
自
社
の
両
立
支
援
制
度

を
ど
れ
だ
け
認
識
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
企
業
調
査
と
従
業
員
調
査
を
そ
れ

ぞ
れ
マ
ッ
チ
ン
グ
集
計
し
て
（
企
業
調
査
と

管
理
職
調
査
、
企
業
調
査
と
一
般
社
員
調
査
）、

育
児
休
業
制
度
が
あ
る
企
業
に
限
り
、
制
度

導
入
の
認
知
度
を
み
た
。
す
る
と
、
育
児
休

業
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
る
企
業
で
は
、
管

理
職
の
九
〇
・
三
％
、
一
般
社
員
の
八
八
・

〇
％
が
同
制
度
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
。
育

児
休
業
が
法
で
定
め
ら
れ
た
権
利
で
あ
る
だ

け
に
、
ほ
と
ん
ど
の
社
員
は
制
度
を
認
識
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
自
社
に
育
児
休
業
制

度
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
な
い
」
と

思
っ
て
い
る
の
は
、
管
理
職
で
二
・
四
％
、

「
わ
か
ら
な
い
」（
三
・
〇
％
）
を
加
え
て
も
、

制
度
認
識
の
欠
如
（
「
な
い
」
と
「
わ
か
ら

な
い
」
の
合
計
）
は
五
・
四
％
に
す
ぎ
な
い
。

一
方
、
一
般
社
員
は
、
「
な
い
」
と
思
っ
て

い
る
の
は
三
・
七
％
、
「
わ
か
ら
な
い
」（
六
・

二
％
）
を
加
え
る
と
、
自
社
の
制
度
導
入
を

知
ら
な
か
っ
た
の
は
一
割
程
度
で
あ
る
。 

　
同
様
に
、
育
児
・
介
護
休
業
法
で
規
定
さ

れ
て
い
る
「
勤
務
時
間
短
縮
等
の
措
置
」
の

中
で
も
っ
と
も
導
入
が
多
い
と
さ
れ
る
、
短

時
間
勤
務
制
度
の
認
知
度
を
み
て
み
た
。
す

る
と
、
同
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
管
理
職
の
二
八
・
二
％
が
制
度

は
「
な
い
」
と
思
っ
て
お
り
、
「
わ
か
ら
な

い
」
も
九
・
三
％
あ
っ
た
。
一
方
、
一
般
社

員
も
、
二
二
・
九
％
が
「
な
い
」
と
思
っ
て

お
り
、
「
わ
か
ら
な
い
」
も
二
〇
・
一
％
あ

っ
た
。
制
度
認
識
の
欠
如
（
「
な
い
」
と
「
わ

か
ら
な
い
」
の
合
計
）
は
、
管
理
職
が
三
七
・

五
％
、
一
般
社
員
が
四
三
・
〇
％
と
な
っ
て

お
り
、
約
四
割
が
自
社
の
短
時
間
勤
務
制
度

導
入
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る（
図
表

１４
）。
短
時
間
勤
務
制
度
が
せ
っ
か
く
導
入

さ
れ
て
い
て
も
、
制
度
利
用
者
が
出
産
・
育

児
に
か
か
わ
る
者
に
限
定
さ
れ
る
た
め
、
制

度
の
認
知
度
を
あ
げ
る
ま
で
に
は
到
っ
て
い

な
い
よ
う
で
あ
る
。
よ
り
い
っ
そ
う
の
制
度

周
知
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

 

育
休
制
度
利
用
に
対
す
る
認
識
で
差 

　
企
業
調
査
で
は
、
経
営
ト
ッ
プ
が
示
し
て

い
る
経
営
方
針
と
し
て
「
結
婚
・
出
産
後
も

職
場
を
辞
め
る
こ
と
な
く
働
く
よ
う
求
め
て

い
る
か
」
を
尋
ね
て
い
る
。
同
様
に
、
管
理

職
調
査
、
一
般
社
員
調
査
で
も
、
現
在
勤
め

て
い
る
会
社
が
結
婚
・
出
産
後
の
継
続
就
業

を
従
業
員
に
求
め
て
い
る
か
を
尋
ね
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
の
肯
定
的
な
回
答
（
「
そ
う

思
う
」
と
「
や
や
そ
う
思
う
」
の
合
計
）
は
、

企
業
調
査
で
六
六
・
六
％
、
管
理
職
調
査
で

四
八
・
九
％
、
一
般
社
員
調
査
で
三
二
・
六

％
と
な
っ
て
お
り
、
企
業
と
管
理
職
・
一
般

社
員
の
間
で
認
識
に
ズ
レ
が
み
ら
れ
た（
図

表
１５
）。
経
営
ト
ッ
プ
の
方
針
と
し
て
、
六

割
強
の
企
業
が
結
婚
・
出
産
後
の
継
続
就
業
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を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
出
し
て
い
る
と
考
え

て
い
る
の
に
、
制
度
を
利
用
す
る
可
能
性
の

あ
る
一
般
社
員
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
そ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
っ
て
い
る
の
は
三
割

程
度
の
よ
う
で
あ
る
。 

　
そ
れ
で
は
、
実
際
に
社
員
は
、
自
社
の
育

児
休
業
制
度
が
と
り
や
す
い
と
考
え
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
管
理
職
調
査
と
一
般
社
員

調
査
で
は
、
現
在
勤
め
て
い
る
会
社
が
「
育

児
休
業
が
と
り
や
す
い
環
境
で
あ
る
か
」
に

つ
い
て
の
認
識
を
そ
れ
ぞ
れ
尋
ね
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
の
肯
定
的
な
回
答
（
「
そ
う

思
う
」
と
「
や
や
そ
う
思
う
」
の
合
計
）
は
、

管
理
職
で
四
四
・
三
％
、
一
般
社
員
で
三
七
・

一
％
と
な
っ
て
い
る
。
一
般
社
員
の
方
が
わ

ず
か
な
が
ら
、
肯
定
的
な
回
答
が
少
な
い
形

だ
。
一
方
、
育
児
休
業
が
と
り
や
す
い
環
境

に
は
な
い
と
す
る
回
答
（
否
定
的
な
回
答
＝

「
そ
う
は
思
わ
な
い
」
と
「
あ
ま
り
そ
う
は

思
わ
な
い
」
の
合
計
）
は
、
管
理
職
で
二
六
・

四
％
、
一
般
社
員
で
三
六
・
一
％
と
な
っ
て

お
り
、
一
般
社
員
の
方
が
管
理
職
よ
り
九
・

七
ポ
イ
ン
ト
高
く
な
っ
て
い
る（
図
表
１６
）。 

　
同
様
に
、
管
理
職
調
査
と
一
般
社
員
調
査

で
は
、
現
在
勤
め
て
い
る
会
社
が
「
仕
事
と

家
庭
の
両
立
可
能
な
短
時
間
勤
務
等
が
と
り

や
す
い
環
境
に
あ
る
か
」
に
つ
い
て
の
認
識

を
そ
れ
ぞ
れ
聞
い
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

の
肯
定
的
な
回
答
（
「
そ
う
思
う
」
と
「
や

や
そ
う
思
う
」
の
合
計
）
は
、
管
理
職
で
二

四
・
二
％
、
一
般
社
員
で
一
八
・
四
％
と
な

っ
て
い
る
。
わ
ず
か
な
が
ら
一
般
社
員
の
ほ

う
が
肯
定
的
な
回
答
が
低
い
。
一
方
、
短
時

間
勤
務
等
が
と
り
や
す
い
環
境
に
は
な
い
と

す
る
回
答
（
否
定
的
な
回
答
＝
「
そ
う
は
思

わ
な
い
」
と
「
あ
ま
り
そ
う
は
思
わ
な
い
」

の
合
計
）
は
、
管
理
職
で
三
八
・
五
％
、
一

般
社
員
調
査
で
五
〇
・
〇
％
と
な
っ
て
い
る

（
図
表
１７
）。
一
般
社
員
で
は
二
人
に
一
人
が

短
時
間
勤
務
等
が
と
り
づ
ら
い
と
考
え
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
両
者
を
比
較
す
る
と
、
そ

の
差
は
一
一
・
五
ポ
イ
ン
ト
で
、
部
下
を
指

導
す
る
管
理
職
と
、
実
際
に
短
時
間
勤
務
を

取
得
す
る
可
能
性
の
あ
る
一
般
社
員
と
の
間

で
は
認
識
に
若
干
の
ズ
レ
が
あ
る
よ
う
で
あ

る
。 
 

　
３
． 

長
時
間
労
働
と
仕
事
と 

　
　  

生
活
の
調
和 

労
働
時
間
の
長
短
で
差 

　
管
理
職
調
査
と
一
般
社
員
調
査
で
は
、
現

在
勤
め
て
い
る
会
社
が
「
結
婚
・
出
産
後
も

職
場
を
辞
め
る
こ
と
な
く
働
け
る
会
社
で
あ

る
と
思
う
か
」
を
尋
ね
て
い
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
の
肯
定
的
な
回
答
（
「
そ
う
思
う
」

「
や
や
そ
う
思
う
」
の
合
計
）
は
、
管
理
職

調
査
で
五
九
・
五
％
、
一
般
社
員
で
四
七
・

〇
％
と
な
っ
て
い
る（
図
表
１８
）。
管
理
職
で

は
、
六
割
弱
が
自
社
は
結
婚
・
出
産
後
も
辞

め
ず
に
働
け
る
会
社
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

が
、
一
般
社
員
で
は
そ
の
割
合
が
半
数
弱
で



8

Business Labor Trend  2007.3

特集―両立支援策と企業経営への影響 

五
ポ
イ
ン
ト
低
く
な
っ
て
い
る
。 

　
一
般
社
員
調
査
で
は
、
一
週
間
の
平
均
労

働
時
間
（
残
業
を
含
む
。
以
下
、
「
週
労
働

時
間
」
と
略
す
）
を
尋
ね
て
い
る
。
そ
こ
で
、

結
婚
・
出
産
後
の
就
業
継
続
を
週
労
働
時
間

の
長
短
別
に
み
る
と
、
否
定
的
な
回
答
（
「
そ

う
は
思
わ
な
い
」
と
「
あ
ま
り
そ
う
は
思
わ

な
い
」
の
合
計
）
の
割
合
は
、
五
〇
時
間
未

満
が
二
〇
・
八
％
、
五
〇
〜
六
〇
時
間
未
満

が
三
一
・
一
％
、
六
〇
時
間
以
上
が
三
九
・

七
％
と
高
ま
っ
て
い
る（
図
表
１８
）。
仮
に
、

一
日
八
時
間
・
週
五
日
勤
務
と
想
定
す
る
と
、

週
平
均
六
〇
時
間
以
上
の
労
働
時
間
は
、
毎

日
約
四
時
間
以
上
の
残
業
を
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
毎
日
九
時
以
降
に
帰
宅
す
る
よ
う

な
社
員
か
ら
み
る
と
、
結
婚
・
出
産
後
の
就

業
継
続
が
で
き
る
と
は
思
い
づ
ら
い
よ
う
で

あ
る
。 

　
次
に
、
一
般
社
員
調
査
で
、
「
平
日
に
、

あ
な
た
の
配
偶
者
と
一
緒
に
過
ご
す
一
日
あ

た
り
の
平
均
時
間
（
睡
眠
時
間
除
く
）
は
ど

の
く
ら
い
か
」
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
三
〜

五
時
間
未
満
」
が
四
六
・
七
％
と
も
っ
と
も

多
く
、
次
い
で
、
「
一
〜
三
時
間
未
満
」
が

三
一
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
週
労

働
時
間
の
長
短
別
に
み
る
と
、
労
働
時
間
が

長
く
な
る
ほ
ど
三
時
間
未
満
（
「
な
し
」「
一

時
間
未
満
」「
一
〜
三
時
間
未
満
」
の
合
計
）

と
す
る
割
合
が
高
く
な
る（
図
表
１９
）。 

　
そ
こ
で
、
「
あ
な
た
は
配
偶
者
と
過
ご
す

時
間
が
も
っ
と
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
か
」
と

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
も
っ
と
ほ
し
い
」
は
五

六
・
二
％
と
過
半
数
を
占
め
る
。
こ
れ
を
週

労
働
時
間
の
長
短
別
に
み
る
と
、
労
働
時
間

が
長
く
な
る
ほ
ど
、
「
も
っ
と
ほ
し
い
」
と

す
る
割
合
が
増
え
、
「
六
〇
時
間
以
上
」
で

は
七
三
・
六
％
が
も
っ
と
ほ
し
い
と
回
答
し

て
い
る（
図
表
２０
）。 

  
　
４
． 

男
性
の
育
児
休
業
取
得 

　
　  

の
課
題 

男
性
の
育
休
、
企
業
と
社
員
で
ズ
レ 

　
二
〇
〇
三
年
七
月
に
公
布
さ
れ
た
次
世
代

育
成
支
援
対
策
推
進
法
（
次
世
代
法
）
は
、

三
〇
一
人
以
上
の
労
働
者
を
常
時
雇
用
す
る

事
業
主
に
対
し
て
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立

の
た
め
の
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
」
を
盛

り
込
ん
だ
行
動
計
画
を
策
定
し
、
〇
五
年
四

月
一
日
以
降
速
や
か
に
、
行
動
計
画
を
策
定

し
た
旨
を
都
道
府
県
労
働
局
に
提
出
す
る
よ

う
定
め
て
い
る
。
そ
の
ス
キ
ー
ム
の
中
に
は
、

行
動
計
画
の
実
施
を
促
進
す
る
た
め
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
、
「
認
定
」
制
度
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。
「
認
定
」
を
取
得
す
る

と
、
認
定
マ
ー
ク
を
広
告
、
商
品
等
に
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、
認
定
基
準
の
な

か
に
は
、
男
性
の
育
児
休
業
等
取
得
者
が
い

る
こ
と
が
条
件
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と

も
特
徴
だ
。
夫
婦
共
働
き
世
帯
が
増
加
す
る

今
日
に
お
い
て
、
女
性
に
子
育
て
の
負
担
が

集
中
す
る
こ
と
は
、
女
性
の
社
会
進
出
を
阻

む
要
因
に
も
な
り
う
る
。
そ
の
た
め
、
男
性

の
育
児
休
業
取
得
の
促
進
は
、
政
府
の
重
要

な
政
策
課
題
に
も
な
っ
て
い
る
。 

　
そ
こ
で
、
今
回
の
調
査
で
は
、
企
業
、
そ

し
て
そ
こ
で
働
く
管
理
職
、
一
般
社
員
に
男

性
の
育
児
休
業
取
得
に
関
わ
る
認
識
を
聞
い

た
。
ま
ず
、
企
業
調
査
で
は
、
経
営
ト
ッ
プ

が
示
し
て
い
る
経
営
方
針
と
し
て
「
男
性
に

も
育
児
休
業
を
積
極
的
に
取
得
す
る
よ
う
勧

め
て
い
る
か
」
を
尋
ね
、
同
様
に
、
管
理
職

調
査
、
一
般
社
員
調
査
で
も
、
現
在
勤
め
て

い
る
会
社
が
「
男
性
に
も
育
児
休
業
を
積
極

的
に
取
得
す
る
よ
う
勧
め
て
い
る
か
」
を
尋

ね
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
肯
定
的
な
回

答
（
「
そ
う
思
う
」
と
「
や
や
そ
う
思
う
」

の
合
計
）
は
、
企
業
調
査
で
二
八
・
四
％
、

管
理
職
調
査
で
一
〇
・
九
％
、
一
般
社
員
調

査
で
六
・
九
％
と
な
っ
て
い
る
。
三
割
弱
の

企
業
が
男
性
の
育
児
休
業
を
奨
励
し
て
い
る

が
、
管
理
職
で
は
一
割
程
度
が
奨
励
を
認
識

し
、
一
般
社
員
で
は
そ
の
割
合
は
さ
ら
に
低

く
な
っ
て
い
る（
図
表
２１
）。 

　
そ
こ
で
、
企
業
調
査
で
は
、
次
世
代
法
が

規
定
す
る
「
認
定
」
の
申
請
希
望
の
有
無
に

つ
い
て
尋
ね
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
『
認

定
』
を
申
請
す
る
考
え
が
あ
る
」
と
す
る
企

業
は
二
八
・
三
％
、
「
『
認
定
』
を
申
請
す
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る
考
え
は
な
い
」
が
五
五
・
三
％
な
ど
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
を
企
業
規
模
別
に
み
る
と
、

五
〇
〇
人
未
満
が
二
〇
・
二
％
、
五
〇
〇
〜

一
〇
〇
〇
人
未
満
が
二
四
・
八
％
、
一
〇
〇

〇
〜
二
〇
〇
〇
人
未
満
が
三
九
・
八
％
と
規

模
に
応
じ
て
高
ま
る
傾
向
に
あ
り
、
二
〇
〇

〇
人
以
上
で
は
、
七
四
・
三
％
が
申
請
を
希

望
し
て
い
る
。 

　
で
は
、
実
際
に
男
性
の
育
児
休
業
取
得
者

は
ど
れ
ぐ
ら
い
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
過
去
三

年
間
で
配
偶
者
が
出
産
し
た
者
（
男
性
社
員
）

が
い
る
と
回
答
し
た
企
業
は
九
一
・
〇
％
（
八

五
一
社
中
七
七
四
社
）
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、

男
性
の
育
児
休
業
取
得
者
数
は
、
「
〇
人
」

が
七
八
％
と
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で

「
一
〜
二
人
」
が
一
〇
・
六
％
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
規
模
別
に
見
る

と
、
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、
「
〇

人
」
と
す
る
割
合
は
低
く
な
っ
て
い
る（
図

表
２２
）。 

　
次
に
、
男
性
従
業
員
へ
の
育
児
休
業
取
得

促
進
の
対
策
（
以
下
、「
男
性
育
休
取
得
促
進

策
」
と
略
す
）
の
実
施
の
有
無
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
「
対
策
を
と
っ
て
い
る
」
と
す
る
企

業
は
九
・
六
％
だ
っ
た
。 

　
そ
こ
で
、
男
性
育
休
取
得
促
進
策
の
実
施

の
有
無
を
認
定
希
望
別
に
み
る
と
、
「
『
認

定
』
を
申
請
す
る
考
え
が
あ
る
」
企
業
で
は
、

二
二
・
一
％
が
す
で
に
対
策
を
と
っ
て
お
り
、

「
今
後
、
検
討
す
る
予
定
」
を
あ
わ
せ
る
と
、

六
割
弱
の
企
業
が
促
進
策
に
前
向
き
な
姿
勢

を
示
し
て
い
る（
図
表
２３
）。 

　
さ
ら
に
、
男
性
育
休
取
得
促
進
策

の
有
無
別
に
、
過
去
三
年
間
の
男
性
の
育
児

休
業
取
得
者
数
を
み
る
と
、
対
策
を
と
っ
て

い
る
企
業
の
方
が
、
取
得
者
数
が
多
い
傾
向

に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
〇
人
」
の
割
合

に
つ
い
て
み
る
と
、
対
策
を
と
っ
て
い
な
い

企
業
で
は
、
八
三
・
二
％
で
あ
り
、
一
方
、

対
策
を
と
っ
て
い
る
企
業
で
は
四
八
・
七
％

と
な
っ
て
お
り
、
二
社
に
一
社
は
男
性
の
育

児
休
業
取
得
者
が
一
人
以
上
い
る
こ
と
に
な

る（
図
表
２４
）。 

 

管
理
職
、
男
性
の
育
休
に
７
割
賛
成 

　
そ
れ
で
は
上
司
（
管
理
職
）
は
男

性
の
育
児
休
業
を
ど
の
よ
う
に
と
ら

え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
管
理
職
調
査
で
は
、

男
性
の
部
下
が
育
児
休
業
を
申
し
出
た
場
合

の
反
応
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
る
。
そ
れ
に
よ

れ
ば
、
「
解
決
す
べ
き
課
題
は
あ
る
が
、
と

言
い
な
が
ら
賛
成
す
る
」（
消
極
的
賛
成
）
が

も
っ
と
も
多
く
五
二
・
七
％
、
次
い
で
、

「
積
極
的
に
取
得
に
賛
成
す
る
」（
積
極
的
賛

成
）
は
二
一
・
六
％
と
な
っ
て
い
る
。
両
者

を
あ
わ
せ
る
と
七
割
以
上
の
企
業
は
取
得
に

賛
成
し
て
い
る（
た
だ
し
、
消
極
的
賛
成
が

五
割
）。
続
い
て
、「
職
場
の
状
況
を
踏
ま
え
、

申
し
出
を
慰
留
す
る
」
は
一
七
・
〇
％
、
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が
育
児
休
業
を
取
る
な
ど
考
え
た
こ
と
が
な

い
（
し
た
が
っ
て
反
対
）」
が
五
・
〇
％
、

「
当
人
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
て
反
対
す
る
」

が
二
・
〇
％
と
な
っ
た（
図
表
２５
）。 

　
そ
こ
で
、
企
業
調
査
と
管
理
職
調
査
を
マ

ッ
チ
ン
グ
集
計
し
た
う
え
で
、
過
去
三
年
間

で
男
性
の
育
児
休
業
取
得
者
が
い
た
企
業
と

い
な
か
っ
た
企
業
に
わ
け
て
（
以
下
、
「
男

性
の
育
児
休
業
利
用
者
が
い
た
企
業
」「
男
性

の
育
児
休
業
利
用
者
が
い
な
か
っ
た
企
業
」

と
略
す
）
み
る
と
、
実
際
に
男
性
の
育
児
休

業
利
用
者
が
い
た
企
業
の
管
理
職
の
ほ
う
が

「
積
極
的
に
取
得
に
賛
成
す
る
」
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
る
。
「
職
場
の
状
況
を
踏
ま
え
、

申
し
出
を
慰
留
す
る
」
は
、
男
性
の
育
児
休

業
利
用
者
が
い
た
企
業
で
一
一
・
八
％
、
い

な
か
っ
た
企
業
で
一
七
・
五
％
と
、
男
性
の

育
休
利
用
者
が
い
る
方
が
低
い
。
「
男
性
が

育
児
休
業
を
取
る
な
ど
考
え
た
こ
と
が
な
い
」

も
、
「
男
性
の
育
児
休
業
利
用
者
が
い
た
企

業
」
の
ほ
う
が
わ
ず
か
な
が
ら
低
く
な
っ
て

い
る（
図
表
２５
）。
実
際
に
、
男
性
の
育
児
休

業
利
用
者
が
い
る
企
業
は
、
い
な
い
企
業
よ

り
も
男
性
の
育
児
休
業
に
対
し
て
認
知
度
が

高
い
よ
う
で
あ
る
。 

 

男
性
育
休
取
得
、
男
性
の
意
識
が
ネ
ッ
ク
に 

　
調
査
で
は
男
性
の
育
児
休
業
取
得
促
進
の

課
題
に
つ
い
て
、
企
業
、
管
理
職
に
聞
い
て

い
る
。
企
業
調
査
で
は
「
男
性
自
身
に
育
児

休
業
を
と
る
意
識
が
な
い
」（
六
八
・
〇
％
）

が
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
、
「
取
得
し
た

前
例
（
モ
デ
ル
）
が
な
い
」（
五
五
・
五
％
）、

「
代
替
要
員
確
保
が
困
難
」（
五
四
・
九
％
）

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
管
理
職
調
査

で
は
「
代
替
要
員
確
保
が
困
難
」（
六
三
・
〇

％
）
が
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
「
男
性
自

身
に
育
児
休
業
を
と
る
意
識
が
な
い
」（
四
八
・

二
％
）、「
取
得
し
た
前
例
（
モ
デ
ル
）
が
な

い
」
「
上
司
・
同
僚
の
理
解
不
足
」（
そ
れ
ぞ

れ
四
五
・
三
％
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
両

者
の
認
識
に
は
大
き
な
違
い
は
み
ら
れ
な
い
。 

　
そ
こ
で
、
管
理
職
調
査
を
男
女
別
に
み
る

と
、
女
性
管
理
職
の
方
が
「
男
性
自
身
に
育

児
休
業
を
と
る
意
識
が
な
い
」（
五
四
・
七
％
）

と
の
認
識
が
強
い（
図
表
２６
）。 

　
次
に
、
こ
れ
を
男
性
の
育
児
休
業
利
用
者

の
有
無
別
に
み
る
と
、
男
性
の
育
児
休
業
利

用
者
が
い
た
企
業
の
ほ
う
が
「
代
替
要
員
確

保
が
困
難
」
と
す
る
割
合
が
低
い
一
方
で
、

「
キ
ャ
リ
ア
に
対
す
る
男
性
自
身
の
不
安
」

が
高
く
な
っ
て
い
る
。
男
性
の
育
児
休
業
利

用
者
が
い
な
い
企
業
で
は
、
四
五
・
九
％
が

「
取
得
し
た
前
例
（
モ
デ
ル
）
が
な
い
」
を

課
題
に
あ
げ
る
割
合
が
高
い（
図
表
２７
）。 

　
実
際
に
、
男
性
の
育
児
休
業
利
用
者
が
い

た
企
業
の
管
理
職
は
、
い
な
か
っ
た
企
業
の

管
理
職
に
比
べ
、
代
替
要
員
の
確
保
や
育
児

休
業
後
の
原
職
復
帰
に
つ
い
て
問
題
視
す
る

割
合
が
わ
ず
か
に
少
な
い
が
、
男
性
自
身
の

キ
ャ
リ
ア
に
対
す
る
不
安
や
休
業
期
間
中
の

賃
金
補
償
に
課
題
を
感
じ
て
い
る
傾
向
が
み

て
と
れ
る
。 

　
そ
の
一
方
で
、
男
性
の
育
児
休
業
利
用
者

が
い
な
か
っ
た
企
業
で
は
、
「
取
得
し
た
前

例
（
モ
デ
ル
）
が
な
い
」
こ
と
が
課
題
と
し

て
認
識
さ
れ
て
お
り
、
好
事
例
を
作
る
こ
と

の
難
し
さ
を
示
唆
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。 

 

〈
注
〉 

　
本
調
査
の
実
施
で
は
、
阿
部
正
浩
・
獨
協
大
学
経

済
学
部
助
教
授
、
川
口
章
・
同
志
社
大
学
政
策
学
部

教
授
、
脇
坂
明
・
学
習
院
大
学
経
済
学
部
教
授
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
い
た

し
ま
す
。
な
お
、
本
稿
に
あ
り
う
べ
き
誤
り
は
、
筆

者
に
帰
す
る
も
の
で
す
。 

（
調
査
部
　
奥
田
栄
二
） 


